
 

 

Ⅰ 地域金融機関（地域銀行、信金、信組、計574金融機関）から公表された平成18年度上半期の実績のまとめ 

 

 

 

＜ 15年度 ＞     ＜ 16年度 ＞     ＜ 17年度 ＞     ＜18年度上期＞ 

・創業等支援融資商品による融資      1.9千件 179億円 ⇒ 2.8千件 250億円 ⇒ 5.4千件 603億円 ⇒ 3.3千件 361億円 

・政府系金融機関等との協調融資      0.3千件 374億円 ⇒ 0.7千件 684億円 ⇒ 0.8千件 987億円 ⇒ 0.3千件 326億円 

・企業育成ファンドへの出資             94億円 ⇒         153億円 ⇒         241億円 ⇒         119億円 

 

 

 

 

＜15～16年度上期（旧APの1～2年目上期）＞   ＜17～18年度上期（新APの1～2年目上期）＞ 

・経営改善支援取組み先のランクアップ率                                19.9％     ⇒                            20.0％ 

＜ 15年度 ＞     ＜ 16年度 ＞     ＜ 17年度 ＞     ＜18年度上期＞ 

・ビジネスマッチングの成約案件                 6.2千件     ⇒      10.4千件     ⇒      15.9千件     ⇒     11.5千件 

 

 

 

 

＜ 15年度 ＞     ＜ 16年度 ＞     ＜ 17年度 ＞     ＜18年度上期＞ 

・中小企業再生支援協議会の再生計画策定先  201件 2,305億円  ⇒  302件 3,422億円  ⇒  380件 3,572億円  ⇒  188件 1,446億円 

・ＤＤＳ（債務の資本的劣後ローン化）      7件    56億円  ⇒   57件   281億円  ⇒   64件   257億円  ⇒   18件    58億円 

・ＤＥＳ（債務の株式化）                    29件   175億円  ⇒   33件  261億円  ⇒   24件   191億円  ⇒   23件   166億円 

新アクションプログラムの進捗状況（18 年度上半期）の概要 

２．経営改善支援により支援を行った債務者の改善実績は、前アクションプログラムの同期間（1 年目～2 年目上期）の実

績率を上回る（半期ベースにつき、銀行のみの実績）。また、ビジネスマッチングの取組みも大きく増加。 

３．事業再生については、対象が小口、困難事案に拡大する中、中小企業再生支援協議会の活用等は、前年並みの件数で着

実に進捗。再生手法の中ではＤＥＳ（デット・エクイティ・スワップ）の活用が伸びている。 

金 融 庁 

平成 18 年 12 月 21 日 

１．創業・新事業支援のための融資は、政府系金融機関等との協調融資は伸び悩んだものの、自前の創業等支援融資商品に

よる融資を中心に着実に進捗。 

（正常先除く）



 

＜ 15年度 ＞     ＜ 16年度 ＞     ＜ 17年度 ＞     ＜18年度上期＞ 

・財務制限条項を活用した商品による融資 2.1千件   339億円 ⇒  3.6千件   954億円 ⇒  5.4千件 2,031億円 ⇒  3.4千件 1,193億円 
・シンジケートローンの組成                                                        219 件 2,993億円 ⇒   420 件 4,792億円 ⇒   567 件 5,245億円 ⇒   314 件 4,151億円 
・スコアリングモデルを活用した商品による融資 

                                                                                                                       136千件10,886億円 ⇒  191千件18,867億円 ⇒  250千件26,293億円 ⇒  106千件12,186億円 
・動産・債権譲渡担保融資            10.0千件 1,102億円 ⇒ 19.0千件 1,737億円 ⇒ 23.5千件 1,998億円 ⇒  9.9千件   929億円 

（うち動産担保融資）                                    （個別に把握せず） ⇒   （同 左）   ⇒  27 件  47億円 ⇒  55 件    38億円 

 

 

 

＜ 15年度 ＞     ＜ 16年度 ＞     ＜ 17年度 ＞     ＜18年度上期＞ 

・ＰＦＩ事業への融資          22 件  187億円 ⇒  49 件   409億円 ⇒  71 件  326億円 ⇒  71 件   322億円 

Ⅱ 地域金融機関の取組みについての評価及び今後の課題 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

４．担保・保証に過度に依存しない融資については、財務制限条項を活用した融資やシンジケートローンの組成が大きく増

加。スコアリングモデルを活用した融資、動産・債権譲渡担保融資が幅広く普及しつつある中で、特に動産担保融資につ

いては、実績が急増（かまぼこ・フカヒレ・野菜・肉牛等）。 

１．地域金融機関における見方・利用者における見方 

双方とも、総じて取組みは順調に進捗しているとの評価が多いものの、 

【金融機関】 ・事業再生のスピードアップや、統合的リスク管理の構築、法令等遵守態勢の強化、利用者への情報提供等

が課題 

【利 用 者】 ・金融機関が二極化、職員の能力にバラつき、本支店間に格差 

       ・非財務情報の評価能力が不足、事業再生のノウハウが不足 

※ 7月公表の利用者アンケート結果では、事業再生、担保・保証に過度に依存しない融資、地域貢献等に関する 

情報開示等が不十分との意見あり。 

等の意見も存在。 

２．まとめ  

○ 新アクションプログラムに移行してから1年半が経過。事業再生、創業・新事業支援等の取組みの一部に伸び悩みも

見られるものの、総じて実績は着実に上がっている。 

○ 新アクションプログラムの最終段階となる18年度下期に向けて、各種取組みを一層推進することが必要。 

５．地域の利用者利便向上、地域活性化については、地域の特性に応じた様々な取組みが行われる中、特に、ＰＦＩ事業へ

の融資が件数・金額ともに増加。 

中小企業金融
モニタリング
における意見
等 



新アクションプログラムに係る取組み実績等 （参考）

（１）事業再生・中小企業金融の円滑化

①　創業・新事業支援機能等の強化

②　取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化

③　事業再生に向けた積極的取組み

④　担保・保証に過度に依存しない融資の推進等

（３）地域の利用者の利便性向上

（４）地域金融機関の数値目標進捗状況
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シンジケートローンへの参画（融資団）
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ＤＥＳ（債務の株式化）

ＤＤＳ（債務の資本的劣後ローン化）

ＤＩＰファイナンス（法的再生手続に至った企業に対する
運転資金の供給）

中小企業再生支援協議会の再生計画策定先

整理回収機構の支援決定先

企業再生ファンドへの出資

株式公開支援

経営改善支援取組み先（正常先を除く）のランクアップ率

（注）経営改善支援取組み先（正常先を除く）のランクアップ率は、地域銀行（地方銀行（埼玉りそな銀行を含む）及び第二地方銀行）の実績。
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Ｍ＆Ａ支援

新連携事業に対する支援のための実績

（注）実績については、各業界団体が金融機関に対し実施したアンケート結果をもとに取りまとめている（地方銀行（埼玉りそな銀行を含む）、第二地方
    銀行、信用金庫及び信用組合の合計）。以下同じ。
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